
　
一
瞬
の
技
に
か
け
る
空
手
の
世

界
。
そ
ん
な
空
手
道
に
わ
ず
か
４

歳
で
触
れ
、
19
歳
の
今
日
ま
で
真

正
面
か
ら
取
り
組
み
、
多
く
の
全

国
大
会
で
好
成
績
を
残
し
て
き
た

小
林
咲
月（
こ
ば
や
し
さ
つ
き
）さ

ん
。
19
歳
で
つ
か
ん
だ
国
際
大
会

出
場
へ
の
道
。
夢
は
ま
だ
ま
だ
続

き
ま
す
。

空
手
と
の
出
会
い

　４
歳
の
咲
月
さ
ん
が
、
お
母

さ
ん
の
咲
子
さ
ん
に
連
れ
ら
れ
て

高
須
町
の
空
手
道
場
に
行
っ
た

時
、
男
の
子
ば
か
り
の
道
場
に
驚

き
、
初
め
は
練
習
ど
こ
ろ
で
は
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
し
か
し
、
何
事
に
も
無
邪
気
な

４
歳
児
に
と
っ
て
、
空
手
の
練
習

も
怖
い
も
の
知
ら
ず
。
す
ぐ
に
夢

中
に
な
り
、
周
り
の
先
輩
た
ち
の

優
し
さ
に
包
ま
れ
て
、
楽
し
い
空

手
の
日
々
が
始
ま
り
ま
し
た
。

地
域
の
人
た
ち
の
応
援

　
咲
月
さ
ん
が
習
っ
た
最
初
の
空

手
の
流
派
は
、
極
真
会
館
空
手
で

し
た
。
中
学
生
か
ら
移
籍
し
た
芦

原
会
館
空
手
も
、
試
合
の
ル
ー
ル

は
実
践
的
な
フ
ル
コ
ン
タ
ク
ト
で

撃
ち
合
い
ま
す
。
基
本
は
グ
ロ
ー

ブ
を
付
け
ま
す
が
、
女
子
で
も
時

に
は
素
手
で
撃
ち
合
う
こ
と
が
あ

る
そ
う
で
す
。

　
幼
少
の
頃
か
ら
、
そ
の
よ
う
な

厳
し
い
練
習
で
し
た
が
、
小
学
校

に
上
が
る
と
幾
つ
も
の
全
国
大
会

に
出
場
し
、
優
勝
を
含
め
多
く
の

好
成
績
を
残
す
腕

前
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　
こ
の
頃
か
ら
地

域
の
人
々
の
注
目

を
集
め
、
特
に
近

所
の
年
配
の
人
た

ち
か
ら
た
く
さ
ん

の
応
援
を
も
ら
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
お

母
さ
ん
の
理
解
あ
る
熱
心
な
応
援

が
、
咲
月
さ
ん
に
と
っ
て
何
よ
り

も
心
強
か
っ
た
の
で
す
。

い
つ
で
も
自
然
体

　
一
方
、
学
生
生
活
で
は
周
囲
に

溶
け
込
み
、
友
人
た
ち
に
特
別
な

存
在
を
意
識
さ
せ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
気
さ
く

な
咲
月
さ
ん
で
す
が
、
小
さ
い
頃

か
ら
技
の
習
得
に
努
力
し
て
き
た

立
ち
居
振
る
舞
い
は
、
自
然
と
周

り
か
ら
頼
り
に
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
19
歳
に
な
っ
た
咲
月
さ

ん
は
指
導
者
と
し
て
も
活
躍
し
て

お
り
、
学
文
公
民
館
、
小
松
セ
ン

タ
ー
、
上
甲
子
園
公
民
館
な
ど
で

地
域
の
小
学
生
を
中
心
に
指
導
し

て
い
ま
す
。

　
そ
の
指
導
に
つ
い
て
尋
ね
る
と

「
指
導
は
楽
し
い
で
す
。
練
習
中

は
み
ん
な
と
同
じ
こ
と
を
し
て
見

せ
る
だ
け
。
オ
フ
モ
ー
ド
時
の
助

言
が
一
番
相
手
に
伝
わ
り
や
す
い
。

や
め
た
い
と
悩
ん
で
い
る
子
に

は
、
続
け
て
い
れ
ば
良
い
こ
と
も

あ
る
よ
」
と
、
自
然
体
の
言
葉
は

す
ご
く
納
得
で
き
ま
し
た
。

　
口
数
が
少
な
く
、
謙
虚
な
咲
月

さ
ん
で
す
が
、
静
か
に
筋
を
通
す

人
柄
は
、
や
は
り
侮
れ
な
い
モ
ノ

を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
空
手
で
培
っ

た
努
力
と
精
神
は
、
空
手
の
指
導

だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
に
も
生
か
さ
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　
鳴
尾
地
域
で
ま
す
ま
す
活
躍

し
、
大
き
な
花
を
咲
か
せ
て
も
ら

え
る
と
確
信
し
ま
し
た
。

第
８
回 

芦
原
空
手
ワ
ー
ル
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
出
場

小
林
咲
月
さ
ん
（
19
歳
）

　
　
　
　
　
東
鳴
尾
町
在
住

わ
が
ま
ち

わ
が
ま
ち

あ
の
ひ
と

あ
の
ひ
と  

　
こ
の
ひ
と

　
こ
の
ひ
と

指導を語る咲月さん

子どもたちに熱心に指導

第
６
回
Ｊ
Ａ
Ｃ
ジ
ャ
パ
ン
ア
ス
リ
ー
ト
カ
ッ
プ

選
抜
指
定
大
会
の
優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
手
に
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甲
子
園
線
が
走
り
出
し
た
の
は

大
正
15
年
7
月
か
ら
で
、
最
初
は

甲
子
園
駅
か
ら
浜
甲
子
園
間
。
後

に
上
甲
子
園
と
中
津
浜
へ
延
伸
さ

れ
ま
し
た
。
戦
後
は
、
上
甲
子
園

と
浜
甲
子
園
間
の
運
行
で
し
た
。

　
昭
和
50
年
５
月
５
日
、
甲
子
園

線
最
後
の
日
は
、
生
後
５
カ
月
の

長
女
を
膝
に
抱
え
、
家
族
３
人
で

甲
子
園
か
ら
上
甲
子
園
ま
で
折
り

返
し
て
記
念
乗
車
し
ま
し
た
。

　
あ
れ
か
ら
49
年
に
な
り
ま
す
。

当
時
か
ら
、
上
甲
子
園
停
留
所
前

（
現
在
は
阪
神
バ
ス
「
県
道
上
甲

子
園
」）の
店
が
気
に
な
っ
て
い
た

の
で
入
っ
て
店
主
に
尋
ね
て
み
る

と
、
開
店
は
昭
和
21
年
ご
ろ
と
の

こ
と
。店
構
え
は
ず
っ
と
同
じ
で
、

昭
和
の
雰
囲
気
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
場
所
は
路
面
電
車
の
国
道

線
や
Ｊ
Ｒ
甲
子
園
口
駅
へ
の
乗
り

継
ぎ
で
に
ぎ
わ
っ
た
所
で
す
。

　
甲
子
園
三
番
町
、
鳴
尾
御
影
線

の
手
前
、
ス
ー
パ
ー
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ｙ
Ｏ

甲
子
園
店
と
の
間
に
あ
る
小
高
い

丘
に
松
が
茂
る
北
郷
公
園
が
あ
り

ま
す
。
昭
和
18
年
６
月
に
鳴
尾
村

が
「
義
民
碑
」
を
建
て
ま
し
た
。

す
ぐ
横
に
は
、
昭
和
48
年
10
月
に

鳴
尾
文
化
協
会
に
よ
っ
て
建
立
さ

れ
た
「
義
民
採
水
の
地
」
の
碑
文

が
あ
り
ま
す
。

　
毎
年
、
鳴
尾
中
学
校
2
年
生
の

「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
」で
、

10
～
20
人
の
生
徒
と
共
に
こ
の
場

所
に
来
て
、
鳴
尾
の
義
民
の
話
と

碑
文
の
解
説
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
し
ば
ら
く
歩
く
と
、
阪
神
甲
子

園
駅
の
白
球
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
大

屋
根
が
見
え
る
辺
り
に
甲
子
園
郵

便
局
が
あ
り
ま
す
。

　
見
上
げ
る
と
、
こ
の
局
な
ら
で

は
の
白
球
と
バ
ッ
ト
を
組
み
合
わ

せ
た
お
し
ゃ
れ
な
デ
ザ
イ
ン
の
壁

画
と
見
間
違
う
、
薄
い
パ
ネ
ル
が

取
り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ず
っ
と
気
に
な
っ
て
い
た
の
で

中
に
入
り
、
木
下
哲の

り
一か

ず
局
長
に
聞

鳴尾の昭和 鳴尾の昭和 ～甲子園線の思い出散歩・～甲子園線の思い出散歩・前編前編～～
　私が『宮っ子』鳴尾版の編集委員を引き受けて 10 年になりま
す。この間、主に鳴尾の昭和の「残したい、残してほしかった
風景」を意識しながら、取材活動を続けてきました。
　大正 15 （1926）年 12 月 25 日に大正時代が終わり、その日
から 昭和が始まりました。昭和 64（1989）年 1 月 7 日に昭和
時代が終わり、翌 8 日から平成の時代へ移りました。
　大正 11 年からの武庫川の大改修工事で、支流の枝川と申

さる

川を

廃川にした跡地に甲子園大運動場（後の甲子園球場→阪神甲子
園球場）を完成させたのが大正 13 年 8 月 1 日、今年で 100 年
を迎えます。すなわち「甲子園」という名が誕生してから 100
年ということになります。
　枝川を埋め立てた後に、路面電車が走行していた甲子園線跡
を上甲子園から浜甲子園へ向かって歩きながら鳴尾の昭和を拾
ってみることにしました。

御
菓
子
所
・
桔
梗
堂
の
こ
と

義
民
碑
の
あ
る
北
郷
公
園

甲
子
園
郵
便
局

阪神甲子園駅前（昭和49年撮影）

御菓子所・桔梗堂

義民碑（左）と義民採水の地の碑文
甲子園郵便局

〒663-8186　西宮市上鳴尾町4番31号
（阪神電鉄鳴尾・武庫川女子大前駅北へ徒歩5分）

TEL（0798）47-1767（代表）
https://www.meiwa-hospital.com

訪問看護センター 明和
〒663-8186　
西宮市上鳴尾町5番13号
TEL （0798）47-1812（代表）

明 和 病 院
●在宅療養者の健康管理
●床擦れの予防・処理
●介護認定者のケアプラン
　の作成
●在宅療養・介護保険に
　関するご相談等

看護師・看護助手・その他職種を募集しています。
詳しくは当院・人事企画課（℡47-9523）までお問い合わせください。

指定居宅介護支援事業所
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い
て
み
る
と
、
開
局
は
昭
和
９
年

11
月
１
日
で
、
こ
の
パ
ネ
ル
は
70

年
記
念
の
際
に
設
置
し
た
と
の
こ

と
で
し
た
。

　
甲
子
園
郵
便
局
に
は
、
毎
年
高

校
野
球
の
セ
ン
バ
ツ
と
夏
の
大
会

の
大
会
記
念
小
型
印
を
は
が
き
に

押
し
て
も
ら
い
、
友
人
た
ち
に
近

況
を
伝
え
る
の
で
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
阪
神
甲
子
園
駅
の
ガ
ー
ド
下
に

は
美
し
い
造
形
の
橋
脚
が
残
っ
て

い
ま
す
。
平
成
26（
２
０
１
４
）年

の
甲
子
園
駅
大
改
造
で
、
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
拡
張
に
伴
っ
て
北
側

に
２
本
と
南
側
に
３
本
の
円
柱
が

加
わ
り
ま
し
た
。
一
番
東
側
の
下

に
甲
子
園
線
の
ホ
ー
ム
が
あ
り
ま

し
た
が
、
面
影
は
残
っ
て
い
ま
せ

ん
。

　
駅
の
天
井
は
平
成
26
年
６
月
16 

日
の
最
終
電
車
通
過
後
に
、
ダ
イ

エ
ー（
現
在
の
コ
ロ
ワ
甲
子
園
）の

前
の
架
台
上
に
仮
置
き
し
て
い
た

鉄
枠
を
大
型
ク
レ
ー
ン
で
つ
り
上

げ
、
最
初
の
一
つ
を
取
り
付
け
ま

し
た
。
歴
史
的
な
作
業
を
見
た
く

て
深
夜
ま
で
見
守
り
、
カ
メ
ラ
に

収
め
ま
し
た
。

　
始
発
ま
で
の
限
ら
れ
た
時
間
内

で
の
工
事
だ
っ
た
た
め
、
全
部
の

鉄
枠
を
組
む
の
に
年
末
ま
で
か
か

り
ま
し
た
。

　
昭
和
27
年
12
月
に
甲
子
園
に

引
っ
越
し
て
き
て
、
ず
っ
と
変
わ

ら
な
か
っ
た
駅
が
、
自
慢
で
き
る

ほ
ど
立
派
に
な
り
ま
し
た
。

　
阪
神
甲
子
園
駅
東
口
側
に
は
、

甲
子
園
筋
が
枝
川
の
川
筋
で
あ
っ

た
こ
と
を
示
す
土
手
が
あ
り
、
松

林
が
茂
っ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は

森
の
よ
う
に
う
っ
そ
う
と
し
て
い

た
よ
う
で
す
。松
林
の
中
に「
パ
ー

ラ
ー
阪
神
」
と
い
う
レ
ス
ト
ラ
ン

が
あ
り
店
内
に
も
松
が
生
え
て
天

井
を
突
き
抜
け
て
い
て
び
っ
く
り

し
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

　
国
道
43
号
を
立
体
交
差
す
る
高

架
下
側
に
電
車
用
送
電
架
線
取
り

付
け
フ
ッ
ク
が
あ
り
、
数
え
て
み

る
と
16
カ
所
残
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
先
の
球
場
側
通
り
の
植
え
込
み

の
中
に
、
確
認
す
る
と
４
カ
所
の

鉄
柱
基
礎
台
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　
甲
子
園
線
が
現
存
し
た
貴
重
な

物
的
証
拠
と
な
り
ま
す
。

阪
神
甲
子
園
駅
の
大
改
造

甲
子
園
駅
前
に
残
る
松
林

甲
子
園
線
送
電
架
線
跡

阪神甲子園駅下橋脚（北側）

阪神甲子園駅下橋脚（中央部）

阪神甲子園駅天井鉄枠一番東側を取付

深夜の天井鉄枠取り付け作業

阪神甲子園駅前の松林（平成16年撮影）。
白い塔にはボウリングのピンがありました

鉄柱基礎台跡

（
次
号
に
後
編
を
掲
載
予
定
）

広告
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　昨年12月３日に阪神電車甲子園駅前広場で、第１回
GREEN SOUND STADIUM が開催されました。当日は好
天に恵まれて、多くのファンが会場に詰めかけて、快い音色
に酔いしれました。
　会場には、フードやドリンク物販などのブースもあり、軽
やかな音楽を聴きながら飲食するのもまた格別。素晴らしい

「まちおこし」となりました。
　主催した岡本理恵さんの芸名はムーチョ。地元甲子園町
の自治会長です。高田志麻さんはシンガーソングライターと
して、多方面で活躍しています。

高
須

鳴
尾
西

鳴
尾
は
、七
つ
の
小
学
校
区

鳴
尾
は
、七
つ
の
小
学
校
区

（
高
須
校
区
は

（
高
須
校
区
は
22
小
学
校
）で

小
学
校
）で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す

構
成
さ
れ
て
い
ま
す

昨年末の夜間特別警戒パトロール

南
甲
子
園

　甲子園番
町会自治会

では昨年12月10日
に、西開公園と番町
会館を使用して４年
ぶりの餅つき大会を
復活させました。
　当日は、鳴尾中学
校の上田善子
校長と生徒会
やソフトテニ
ス 部 の 有 志
21人 が 学 校
の大型テント
２張りを持参
して、会場の
設営や餅つき
を手伝いまし
た。

　拍子木に合わせて「火の用心」「マッチ1本火事のもと」の
大きな声が夜の静寂に響き渡りました。昨年12月26日～
30日にかけて、甲子園防犯協会高須支部による年末恒例の
夜間特別警戒パトロールがありました。
　30年以上にわたり行われてきたこのパトロールは、延べ
約400人の大人と子ども
たちが参加しました。
　最終日には、コロナ禍
で中止していた“豚汁の振
る舞い”があり、おいしそ
うに食べていました。あ
ちらこちらから「お代わ
り！」の声が。

西開公園で４年ぶりの餅つき大会‼

プロミュージシャン６組と地元４グループが出演。大いに盛り上がりました

こ 

こ 

で 

餅 

つ 

き

パトロールが終わり、みんなで豚汁を食べました

甲子園を
　音楽の街に

鳴尾中学校生徒が大型テント２張りを設営

餅
つ
き
に
力
が
入
る 子

ど
も
と
一
緒
に
パ
ト
ロ
ー
ル

岡本理恵さん（ムーチョ） 高田志麻さん

広告
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小
松

甲
子
園
浜

　戦後79年。この平和な鳴尾地域にも戦争の爪痕が残って
います。昭和20（1945）年3月19日、鳴尾村（現・鳴尾地域）に1
回目の空襲があり、その後も計８回の空襲が鳴尾村を襲いま
した。当時、鳴尾浜一帯に軍需工場が密集し、軍事拠点の一つ
として狙い撃ちされました。
　特に8月6日の阪神大空襲では、未明に爆撃機B29・130機
の大編隊が鳴尾村の上空に飛来。徹底的に攻撃され、村は焦
土と化しました。
　旧国道から本郷学文筋を北に進むと、中央を走る水路には
約50m置きに石造りの橋が架かっています。その四つ目の

橋、高さ30cmもない橋の
側壁には、今なお当時の
爆弾の痕跡が残っていま
す。
　平成27（2015）年8月13
日付けの朝日新聞「戦跡を

たずねて・西宮の空襲」の記
事では、犠牲者を「わらで編
んだ遺体袋に入れ、リヤ
カーで武庫川まで運び、
木の台の上で焼いた」と記
されています。
　甲子園筋の東側の住宅
地一体が執

しつ
拗
よう

に爆撃され
たのは、当時、軍需工場で
生産されていた戦闘機「紫電改」が多く隠されていたためだ
といわれています。
　水路もやがて、道路整備で暗きょとなります。暗きょに
なっても、鳴尾の地で過去に悲惨な現実があったことを忘れ
ないでほしいものです。
参考資料：鳴尾村誌、朝日新聞・平成27年8月13日記事

　阪神電鉄武庫川線の洲先駅か
ら西へ１００mほど行くと、不思
議な建築物に出合います。
　上部は変形の黒い壁面が覆い
かぶさっていて、それが建物の半
分以上を占めています。ガラス窓
も大きさ、配置に規則性がなく、
1階部分は倉庫のようで建物全体
が台形の形をしています。見よう
によっては昆虫のようにも、アイ
マスクをつけた人のようにも見
え、ついつい見入ってしまいます。
　なんと！ これは武庫川女子大学カヌー部の艇庫です。木
造作りで建築の賞も受賞しています。1階はカヌー置き場、
２階はトレーニングルームになっているようです。どこか
あいきょうがあって、住宅街の景観のアクセントにもなっ
ています。
　一見の価値あり、散策のついでに立ち寄るのも一興かと！

　コロナ禍で中止されていた
浜甲子園団地自治会の餅つき
大会が、昨年12月17日に４年ぶりに開催されました。前日ま
での暖冬に比べ、当日は本格的な冬の到来を感じる気候の
中、団地住人はじめ、近隣の高齢者福祉施設スタッフなどの
応援を得て準備が進められ、子どもたちの餅つき体験もあり
ました。大切に伝承されているイベントの一つです。

鳴
尾
北

鳴
尾
東

今なお残る戦争（太平洋戦争）の痕跡

寒い朝、餅つき準備

みんなでワイワイ餅づくり

餅つき大会

初めての餅つき

痕
跡
の
残
る
四
つ
目
の
橋
の
側
壁

風化の進んだ
爆弾の痕跡

この建物は何？

旧国道側から水路を望む

広告

高須の森

社会福祉法人みかり会
幼保連携型認定こども園

　五感をフル稼働させながら、
充実した毎日を過ごしています

西宮市高須町 1丁目 1-20
　　　　　　TEL:0798-45-5750 お困りの事がありましたら、お気軽にご連絡を
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達
と
の
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
ん
だ

り
、
思
い
思
い
の
使
い
方
を
し
て

い
ま
す
。
子
ど
も
の
年
齢
制
限
は

な
く
、
高
校
生
ま
で
の
児
童
、
生

徒
が
利
用
で
き
ま
す
。

　
季
節
ご
と
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、

地
域
住
民
、
大
学
生
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
、
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
ゲ
ー
ム
や
工
作
を

し
な
が
ら
多
世
代
で
交
流
を
深
め

て
い
ま
す
。

　
鳴
尾
社
会
福
祉
協
議
会
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
が
昨
年
11
月
18

日
、
鳴
尾
支
所
３
階
の
鳴
尾
中
央

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
毎
年
、
鳴
尾
地
区
全
域
で
バ

ザ
ー
の
物
品
を
集
め
て
い
ま
す
。

品
物
は
原
則
新
品
に
限
る
と
し
て

い
ま
す
。
集
め
ら
れ
た
も
の
は
食

器
類
や
調
理
器
具
、
健
康
器
具
や

お
も
ち
ゃ
に
赤
ち
ゃ
ん
用
品
ま
で

多
種
多
様
‼ 

バ
ッ
グ
だ
け
で
一
つ

の
コ
ー
ナ
ー
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

30
畳
の
和
室
は
、
洋
服
類
だ
け
で

埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
て
、
中
に
は

着
物
や
着
物
小
物
ま
で
出
品
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
着
物
を
ほ
ど
い
た

端
切
れ
コ
ー
ナ
ー
や
毛
糸
な
ど
の

手
芸
品
も
人
気
で
し
た
。

　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
の
た
め
値
段
は

驚
く
ほ
ど
安
く
、
掘
り
出
し
物
も

多
い
た
め
、
朝
早
く
か
ら
行
列
が

で
き
て
い
ま
し
た
。
1
時
間
ご
と

の
入
れ
替
え
制
で
す
が
、
そ
の
度

に
整
理
券
を
求
め
て
行
列
が
で
き

て
い
ま
し
た
。

　
鳴
尾
町
に
あ
る
障
害
者
就
労
施

設
「
テ
ヌ
ー
ト
」
は
、
昼
間
は
障

害
者
が
働
く
場
所
で
す
が
、
毎
週

火
曜
日
の
夕
方
は
、
地
域
の
子
ど

も
た
ち
の
集
い
場
と
し
て
開
放
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
と
施
設
に
通
う
障
害
者
が

つ
な
が
る
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と

と
、
子
ど
も
た
ち
が
「
ほ
っ
と
」

で
き
る
緩
や
か
な
居
場
所
を
つ
く

り
、
地
域
住
民
と
一
緒
に
見
守
っ

て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
昨

年
10
月
31
日
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　
施
設
内
に
は
ゲ
ー
ム
や
漫
画
、

絵
本
な

ど
が
用
意

さ
れ
て
お

り
、
子
ど

も
た
ち
は

自
由
に
遊

ん
だ
り
、

宿
題
を
し

た
り
、
友

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

一
緒
に

イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
た
児
童
。

ス
ラ
イ
ム
で

顔
を
作
っ
た

よ
　
　   

▼

５月７日（火）に

イベント開催するよ！

遊びに来てね‼

施
設
内
の
本
が
あ
る
コ
ー
ナ
ー

ゆ
っ
た
り
と
過
ご
せ
ま
す

鳴
尾
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

鳴
尾
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
開
催

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
開
催

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
の

�

お
礼
と
報
告

　
延
べ
5
6
0
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

こ
の
収
益
金
は
、
鳴
尾
地
域
の
福
祉
発

展
の
た
め
大
切
に
使
用
さ
れ
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

売
上
金
：
59
万
8
千
6
3
5
円

寄
付
金
：
13
万
8
千
７
８
0
円

これもいいなあ～！良品が多くて悩みます

実施日：�毎週火曜日　16:10 〜 19:00�
（祝日はお休み）

住　所：�西宮市鳴尾町 3丁目 6-25�
ハイツシャローム101（テヌート）

電　話：0798-49-8010
工作したクリスマス
ツリーや雪だるま

掘り出し物を探せ！

広告
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一緒に剣道を始めてみませんか一緒に剣道を始めてみませんか

　甲子園剣友会は、昭和53（1978）年に設立された伝統ある剣道教室です。主に甲子園浜小学校体育館を活動拠点と
し、代表の田坂智嗣先生をはじめ、現在５人の先生で指導にあたっています。
　子どもたちは年長から中学生までが入会しており、裸足に稽古着、防具を着装して稽古が始まります。リーダー
を中心に準備運動、基本動作、相対打突稽古を行います。外気の冷たさと静寂に包まれた体育館には、一人一人の
掛け声が響き、稽古が進むとともに熱気が伝わります。稽古終了後は、整備運動で締めくくります。
　練習試合で初めて面を着装した子どもは、「（稽古は）楽しいです」と満面の笑みを見せていました。また、保護者は、
「剣道を始めて、精神的に強くなっています」と話していました。
　市内の剣道大会は年間2回あり、大会に向けての稽古は「真剣」そのものです。

鳴
尾
連
合
自
治
会

　
　
　
　新
年
互
礼
会
開
催

　「
鳴
尾
連
合
自
治
会
新
年
互
礼

会
」
が
１
月
６
日
、
ホ
テ
ル
ヒ
ュ

ー
イ
ッ
ト
甲
子
園
「
甲
陽
の
間
」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
自
治
会
長
を
は
じ
め
、
日
頃

か
ら
支
援
を
得
て
い
る
企
業
、
市

関
係
者
な
ど
の
人
た
ち
と
年
始
の

あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
、
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
阪

神
タ
イ
ガ
ー
ス
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
の

平
田
勝
男
さ
ん
が
出
席
し
、
会
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

「
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

■
兵
庫
県
高
齢
者
特
別
賞
表
彰

　
県
内
に
在
住
す
る
90
歳
以
上
の

高
齢
者
で
、
徳
行
に
優
れ
、
長
年

に
わ
た
り
勤
労
に
励
み
、
現
在
も

健
康
で
社
会
的
に
活
躍
し
、
そ
の

功
績
が
特
に
優
れ
て
い
る
人
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

■
兵
庫
県
自
治
賞

　
自
治
会
長
を
10
年
以
上
就
任
し

て
い
る
人
で
、
明
る
く
住
み
よ
い

地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
た
功

績
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

社協鳴尾地区連絡会より

　昨年実施した「赤い羽根共同募金」と「歳末
たすけあい運動」にて、鳴尾地域の結果を下記
のとおり報告します。
　皆さまの温かいご支援、ご協力をありがとう
ございました。

赤い羽根共同募金
3,172,164 円

歳末たすけあい運動
1,370,902 円

自治会、企業、市関係者など多くの人が参加
しました

参謀役としての立ち回り
を熱く語る平田さん

長畑純雄 氏樋口俊次 氏

心身ともに健全で豊かな人間に成長を ～スポーツクラブ21甲子園浜 甲子園剣友会～

鳴尾地域　サークル活動めぐり⑥鳴尾地域　サークル活動めぐり⑥

稽古日：�第 1・3�日曜、第2・4水曜、毎週金曜�甲子園浜小学校体育館�
第 2・4・5�日曜�浜甲子園中学校格技室

入会資格：原則として、子どもから高齢者まで老若男女の別を問いません。
連絡先：田坂�智嗣090-2011-5543　Email�t-t3571@iris.eonet.ne.jp
会費など、詳しくは　 甲子園剣友会 検索

広告

〒532-0034 大阪市淀川区野中北2丁目11番15号
TEL 06-6399-0075（代表）

03-浜甲子園団地第ⅣⅣ期南工区建築その他工事
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●
な
る
お
会
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
●

「
♬
シ
ャ
ン
ソ
ン・イ
ン・な
る
お
」

開
催
日
…
5
月
11
日（
土
）

時
　
間
…
午
後
２
時
開
演（
１
時
半
開
場
）

会
　
場
…
な
る
お
会
館
３
階
集
会
室

出
　
演
…�

玉
田
　
さ
か
え（
歌
手
）

村
尾
　
亜
計
実（
ピ
ア
ノ
）

定
　
員
…
70
人

申
　
込
…
4
月
30
日（
火
）必
着

申
し
込
み
方
法（
入
場
無
料
）

　
は
が
き
で
事
前
申
し
込
み
が
必

要
。は
が
き
に
住
所
、氏
名
、電
話

番
号
、参
加
人
数（
２
人
ま
で
）を

記
入
の
上（
記
入
も
れ
は
無
効
）、

〒
６
６
３

-

8
1
8
4�

鳴
尾
町

３
丁
目
８-

７�

な
る
お
会
館
ま
で
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
の
上
、

当
選
者
の
み
郵
送
に
て
連
絡
。

申
込
期
間
外
の
は
が
き
は
無
効
。

問
い
合
わ
せ
…
な
る
お
会
館

☎
０
７
９
８・４
６・８
２
０
０

（
祝
日
を
除
く
火
～
金�

９
時
～
17
時
）

主
　
催
…
公
益
財
団
法
人
鳴
尾
会

お
わ
び
と
訂
正

新
年
号
鳴
尾
地
域
版
6
ペ
ー
ジ
2
段
目

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お

わ
び
し
ま
す
。

訂
正
： 

南
甲
子
園
小
学
校
の
設
立
年 

昭
和
23
年
⇨
昭
和
33
年

鳴尾地区５公民館の講座案内 【★�は申し込みが必要。いずれも先着順。特に表記がな
ければ来館受け付け。材料費は受け付け時徴収】

広告

キャリア相談・スキルアップ・転職を一体的に支援
  全年代を対象にIT・DX分野の学び直し講座150以上を開講
  20代・30代に特化した無料転職支援プログラム

  今の職場でキャリアアップ、希望の職場へ転職いずれもご相談ください。
  金融機関と提携し、近畿・首都圏の求人紹介が可能です。

■武庫川女子大学リカレント教育MUKOnoa⁺（ムコノアプラス）
〒662-0833
西宮市北昭和町9-32 武庫川女子大学西宮北口キャンパス
武庫川女子大学リカレント教育センター

第383号 令和 6年 3月 1日 　コミュニティなるお ⑻

月 日 曜日 時　　間 内　　　　　　容 講　　　　　師 問い合わせ先

３ 28 木 13:30～15:30
「南極講演」南極紀行
～第56次日本南極地域観測隊　夏隊に参加して～
定員：100人　当日受け付け

明石市立和坂小学校教諭
河合　健次

鳴尾公民館
℡47-3838

４ １ 月 10:00～12:00

公的年金について知ろう
　～今さら聞けない年金のしくみ～　
定員：60人　持ち物：筆記用具　
当日受け付け（開始20分前より）　

社会保険労務士
キャリアコンサルタント
牧野　恭子

鳴尾東公民館
℡49-1300

４ 19 金 19:30～21:00
いつでもどこでも誰でもできる健康ツボ療法
　～セルフツボマッサージ～
定員：40人　当日受け付け（開始20分前より）

西宮鍼灸マッサージ師会
　　鍼灸マッサージ師
　　あんまマッサージ師
　　指圧師

３ 11 月 13:00～14:30 わがまちの「災害後の避難生活」を想像してみよう
定員：50人　当日受け付け

防災士
東　徹夫

南甲子園公民館
℡49-4741

４ 18 木 14:00～15:30
よく噛んで　味わって　脳を守る
　～老化に抗う　第２弾～
定員：50人　当日受け付け

岩手医科大学元教授
北田　泰之

４ 25 木 10:00～11:30
くらし・消費者講座「特殊詐欺ってなんですか」
　～オレオレとわが子の声も忘れたか～
定員：30人　当日受け付け

コープこうべサークル
チームやんだくないS代表
山上　美恵子

学文公民館
℡41-6050

３ 19 火 14:00～15:30 演芸・落語講座定員：100人　当日受け付け 大川亭　さくら
高須公民館
℡49-1312


